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まず患者を仰臥位とし， 81Rb _ 81 mKr ジェネレーター (5 m Ci) から溶出される 81 mKr溶液を ， 8 ml 
/分の速度でチューブを通じて動脈内に持続的に注入した。注入直後よりシンチカメラにて計測を開









値を示す。よって各関心領域における 8 フレームから 17フレーム間の平均値をその部の放射活性値と
し，腫属部 (T) と腫蕩近傍の非腫鹿部 (N) 放射活性比，すなわち肝動脈血流比 (T/N比〉を算
出した。測定し得た 15例の仰臥位における T/N比は1.49 士 0.378 (Mean 1: S.D.) で， 1 例を除、きす






に，チューブ途中の三方活栓より最初の 3 分間は生理食塩水(生食)のみを 4 ml/分の速度で，その
後は生食 4 mlにつき AT-lll0μgを溶解した液を同速度で注入し， AT-ll動注時の肝内血流分布
の変化を検討した。同時に計測開始時から末梢血圧を 1 分毎に測定した。
9 症例 14腫療についてAT-ll注入後腫蕩部の放射活性は全例増加(1.69 1: 0.50倍)し，逆に非腫










2. AT-ll を動注療法に応用すべく， AT-ll動注目寺の肝内血流分布の変動を日lmKr を用いて検討し
た。 AT-ll を10μg/分の速度で動注した場合には，注入直後から腫蕩部動脈血流の増加と非腫蕩
部動脈血流の減少が認められ，その効果は注入後約100秒で最大となった。
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論文の審査結果の要旨
本研究は，極短半減期核種81mKrを利用することによりヒト肝および肝癌における肝動脈血流の経時
的観察および定量化を可能にしたものである。さらにこの方法を用いて，アンギオテンシン E投与時の
肝内血流分布の経時的変動を明らかにし，肝癌動注化学療法に併用するアンギオテンシン E の有効なる
投与条件を明確に示した。
この成果は臨床的に高く評価されており，学位論文に価するものと考える。
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